
・0次元サイクルシミュレーション 
 熱発生率を最適化し熱効率を向上 
 

・実機関を用いた実験 
   コモンレールシステムのマルチ噴射により，熱発生率を制御 
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最新技術を用いた圧縮着火機関 
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等容燃焼は筒内最高温度が高くなり， NOxの生成要因になる 
 
 

 
 
 
 

研究目的 

圧縮着火機関 
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低エミッション 

筒内最高温度の低下 
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筒内最高温度を抑えNOxの生成を抑制，熱効率のさらなる向上を目指し， 
圧縮着火機関における等圧燃焼の有用性を実験により実証する 

等圧燃焼に注目 

圧縮比一定 最高温度一定 

等圧サイクルの方がエントロピーの変化
が小さく，よりカルノーサイクル（正方形）
に近いので，熱効率が高くなる 

等容サイクルの方が最高温度が高く，
エントロピーの変化が小さいので熱効率
は高くなる 

サイクル比較 

NOxを低減するために筒内最高温度を一定とした場合，等圧燃焼を用いた方が
高熱効率化が可能 

研  究  方  針 

PV線図中の面積は仕事を表す 

等容燃焼 

熱効率のみではなく，他のメリット(騒音，システムの簡易化 
ススの再酸化) 


